
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携 ○ 農・林・水産業 ○ 

地域医療、福祉・介護、教育  観光・交流 ◎ 

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境 ◎ 

地域交通・情報通信  まちづくり ○ 

ふりがな いわさ ゆうき 

氏名 岩浅 有記 

所
属 

名称 大正大学地域構想研究所 

役職 准教授 

連
絡 

住所 （公開） 
〒 170-8470 

東京都豊島区西巣鴨 3-20-1 （職場） 

連絡先 
（公開） E-mail y_iwasa[アットマーク]mail.tais.ac.jp 

（公開） TEL 03-5944-5482 FAX 03-5394-3055 

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

2003 年東京大学農学生命科学研究科生圏システム学専攻修士課程修了後、同年環境省入

省。佐渡におけるトキの野生復帰（初代佐渡自然保護官としてトキ認証米制度等を佐渡市との

協働により立案・実施）、国土交通省出向時におけるグリーンインフラ政策立案、奄美・沖縄の世

界自然遺産登録などの自然環境政策、国土政策に携わり、2021 年４月より現職。東京外国語

大学非常勤講師（環境政策）、観光庁アドバイザー（広域周遊観光促進のための専門家派遣事

業登録専門家）、総務省地域力創造アドバイザー、佐渡市総合戦略アドバイザー、北本市地域

循環共生圏アドバイザー、奄美市政策アドバイザー、阿南市環境保全推進協議会（脱炭素関

係）委員（徳島県阿南市）、サステナブルな観光コンテンツ強化事業「沖縄におけるサステナブル

ツアーの造成」検討会委員（委員長）（内閣府沖縄総合事務局 ）、佐渡市観光戦略会議（座長）

等を務め、特に高付加価値で持続可能な自然文化体験観光であるアドベンチャーツーリズムの

社会実装に各地で取り組んでいます。 

著作・論文等 

【著書】実践版！・決定版！グリーンインフラ日経 BP 社, 2017、2020 

  国立公園論, 南方新社 2017 、大正大学情報誌「地域人」第 73 号奄美・沖縄世界自然遺

産特集、第 83 号 AT 特集、第 88 号東京島旅特集  等 

【論文】奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題〜主にアドベンチャーツーリ

ズムの社会実装を例として〜（観光文化 254 号）                                                                  

奄美・沖縄世界自然遺 

取組概要 

自然文化を活用した地域創生とテーマとして、市町村への総合戦略・ビジョン、農林水産業、観

光、SDGs まちづくり、環境政策等に関する助言、職員研修、市町村長をはじめとした自治体ネ

ットワーク構築、地域の自然文化資源の発掘・活用策、グリーン×デジタルによる農林水産業や

観光業の高付加価値化に関する講演、シンポジウム・ワークショップ企画・指導、合意形成、人

材育成研修等に全国各地で取り組んでいます。 

環境省及び国土交通省における計 18 年の実務経験を有し、広く環境政策・国土政策を専門と

しています。具体的には佐渡におけるトキの最初の 10 羽の放鳥を成功させ、現在 500 羽以上
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となり定着しています。環境と農業のシナジーによるトキ認証米制度、生物多様性農業を佐渡市

とともに立案・実行しました。その他国土交通省においてグリーンインフラ政策の立案や奄美・沖

縄の世界自然遺産の登録作業を担当しました。また大学への転職後は自然を活用した地域活

性化（特に農林水産業や観光の高付加価値化等）や今後の需要や高い成長が見込まれる環境

政策・ビジネス（脱炭素、資源循環、自然共生）、SDGs 関連政策・ビジネスにも全国各地で取り

組んでおり、現場に根ざした行政や民間組織への助言・人材育成に関する多数の実績を有して

います。 

メッセージ 

自然は社会の基盤であるだけではなく、さまざまな分野と連携が可能でシナジー効果が生み出

せるポテンシャルの高い概念です。一方、生物多様性は危機的な状況であり、その保護のみな

らず再生も重要なテーマとなっています。是非地域が元気になる共創のプロジェクトを皆様方と

ご一緒できたらと思いますので、気軽にお声かけいただけますと幸いです。 

関連ホームページ 

https://www.tais.ac.jp/chinavi/re

sult/y_iwasa/ 

https://researchmap.jp/y_iws_ra3 

https://www.soumu.go.jp/main_co

ntent/000868487.pdf 

https://www.nikkei.com/article/D

GXZQOUE167OP0W2A111C2000

000/ 

活動エリア 全国 


